
下水汚泥灰からリン回収と重金属除去による肥料製造
背 景 ・ 目 的

結言

実 験 結 果

実 験 方 法

※溶出液中のリン濃度の測定には、

モリブデン青吸光光度法、その他成分の

測定にはICP-MS分析法を用いた。

◎リン回収率は、既存の方法では約３ ５％だが、本提案方法では約８０％（2.5倍）となった。
◎我々が提案した溶出方法で得られた肥料は水溶性ではなく、ク溶性（持続性）であった。また、残存重金属量は少なくなった。
◎最終析出物の重金属の残存率（含有率）は肥料基準値以下であった。

図4. 最終析出物中のAs含有量の肥料基準値との比較

図1 1回NaOH溶出と2段階溶出とのリン溶出率の比較

*出典：農林水産消費安全技術センター
http://www.famic.go.jp/ffis/fert/kokuji/60k0284.htm 

図3. 最終析出物中の重金属の残存率
図5. 最終析出物中のCd含有量の肥料基準値との比較

*出典：農林水産消費安全技術センター
http://www.famic.go.jp/ffis/fert/kokuji/60k0284.htm 
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図2．最終析出物の水溶性とク溶性試験

XRD分析


